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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は、繊毛虫テトラヒメナを用いて細胞分裂機構を分子生物学的に解析したものである。そ
の第一部では。細胞分裂に密接に関運する収縮性構造蛋白質の分離1精製とその物理化学的性状を
従来知られていた収縮性構造蛋白賓のそれと比較しつつ調ベヨ第二部では分離した新蛋白質の分布
を免疫拡散法と螢光抗体法で分裂問期および分裂期の細胞で調べ。この蛋白質の生物学的役割を推
測した。また第三部では，推測された繊維形成を試験管内で成功させ，重合条件ヨ形成された繊維
のサブユニット配列を検討し、生体内にみられる繊維との関係ラ分裂機構との関連を論じた。以下
に主たる実験結果の概要を述べる。．
1　テトラヒメナ画アセトン粉末抽出物を兎骨格筋ミオシンとの共沈法（非筋アクチン精製法）を
　用いヨ分子量38，000の蛋白質（F　P－38と仮称）の単離に成功した。F　P－38はG二F変換ヨ
　ミオシンMg2＋一ATPaseの活性促進ヨ分子量ラアミノ酸組成。等電点。抗原性などが従来遍在す
　る収縮性構造蛋白質であるアクチンラミオシン，トロポミオシンヨチューブリンラダイニンヨデ
　スミンなどと全く異る蛋白質で盲生理的条件ではヲ9Sの分子量約140，000の4量体として存在
　しラ約7nmの粒状体をなしていた。
2　FP－38は単離した種々の細胞内小器官のうちヨロ部装置ヨ細胞表層ヨミトコンドリアに多く
　含まれることが特異抗体による免疫拡散法で判った。また螢光抗体法では口部装置がよく螢光を
　発し。分裂細胞の分裂溝も特異的に光ることが判りヨFP－38が存在部位に共通してみられる繊
一10ユー
維の成分であろうと推測された。
3　FP－38の重合条件を詳細に検討した結果う50mMKC／う0．6㎜MATP書1．2㎜MCaCら、5
㎜MMes，PH6，6でO℃から37℃に加温することで重合が進み1れmの繊維が形成されることを
見出した。この繊維は約7nmの粒状サブユニットが整然と配列した2一スタート列のラセンからな
　りラ1ターン当り4サブユニットからなる構造モデルが考えられた。またF　P－38重合時に14n㎜
繊維の高次構造である大きなリング（直径0，5－3．5μ㎜）がしばしば形成され，生体に於て分裂
溝に形成される収縮環とよく似ていることが判った。
4　FP－38は細胞内に全蛋白質の1．6％に相当する量含まれておりラ他の動物細胞に於けるアク
チンの様にヨ細胞分裂を含む種々の細胞運動に重要な働きを果す新しい繊維性蛋白質と考えられ
　る。
審　　査　　の　　要　　冒
　著者の上記の研究はヨ細胞運動に関する収縮性1繊維性蛋白質研究の歴史の中で害数番目に記載
されるべき新蛋白質の性状を詳細に調べたものでありヨしかも自身の手で三nVitrO重合をも完成させ
た。この様な例は今まで皆無な困難な研究であり、この成果は一庚挙であると云える。これらの業績
は細胞分裂の分子機構の解析のみならず細胞の種々の生命活動の解析に大きな発展をもたらすもの
で、その学問的意義は極めて高い。
　よって雪著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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